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COVID-19禍におけるアニマルサイエンス学科の初期対応

１．背景と目的
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、

SARS-CoV-2と命名されたウイルスによって引き起
こされる感染症である。2019年の冬から世界的に
流行が拡大し、日本でもその収束の道筋はいまだ見
えていない。

こうした「COVID-19禍」とよばれる状況におい
て、大学等の教育機関は、文部科学省の指針に基づ
いて、感染拡大の抑制と学生の学びの継続を両立さ
せるためのさまざまな対応を行った１）。私たち教員
も「動じない」わけにはいかなくなった。国立情報
学研究所の「４月からの大学等遠隔授業に関する取
組状況共有サイバーシンポジウム」２）や、Facebook
の大学関係者コミュニティ「新型コロナ休講で、大
学教員は何をすべきかについて知恵と情報を共有す
るグループ（2020年11月２日現在では「新型コロ
ナのインパクトを受け、大学教員は何をすべきか、
何をしたいかについて知恵と情報を共有するグルー
プ」と名称が変更されている）」３）では、遠隔授業
や学生支援のあり方について大学の枠を超えた情報

共有が進められてきた。一方、それぞれの大学はそ
れぞれ異なる事情を抱えているため、各部局の具体
的な対応を記録しておくことは重要だと思われる。

本稿の目的は、COVID-19禍において本学アニマ
ルサイエンス学科が行った取り組みについて報告す
ることである。以下では、本学科が直面した問題を
整理したあと、教員間での情報共有、学生への情報
伝達、遠隔授業、学生支援という４つの項目に分
け、2019年度末から2020年度前期中に本学科が行っ
た「初期対応」についてまとめる。

２．問題の整理（表１）
日本全国、とくに首都圏におけるCOVID-19の感

染拡大を受けて、多くの大学等の教育機関は、自宅
にいる学生にオンラインで授業を提供する「遠隔授
業」を行った。文部科学省は、国立情報学研究所主
催「４月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共
有サイバーシンポジウム」の発表に基づいて２）、各大
学が実践したさまざまな取り組みを紹介してきた４）。
具体的には、遠隔授業に関する情報を集約したポー
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抄録
　2020年度の大学教育は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の抑制と学生の学びの継続の両立という困難な
問題に直面することになった。本稿では、2019年度末から2020年度前期中までに帝京科学大学アニマルサイエンス学科の教員
が取り組んできた初期対応について報告した。具体的には、教員間での情報共有、学生への情報伝達、遠隔授業、学生支援とい
う４つの項目にまとめ、本学の教育と研究の今後の課題について論じた。
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タルサイトを開設したり（東京大学／大阪大学）、
ZoomやYouTubeなどのSNSを活用して遠隔授業
を実践したり（長崎大学）、新入生向けの学生支援
イベントを企画したりする（大阪大学）事例など
が、遠隔授業の「好事例」として取り上げられた
４）。

本学でも2019年度の卒業式や2020年度の入学式
が中止されたほか、2020年度前期の授業開始も４
月21日に延期された。さらに、前期授業期間にお
いて学生のキャンパスへの入構が原則として禁止さ
れ、遠隔授業が行われることになった。この状況に
おいて、アニマルサイエンス学科では、2019年度
末から以下のような問題が共有されており、その解
消に向けて各教員が協力して取り組んだ（表１）。

一 つ 目 は、 情 報 伝 達 に 関 す る こ と で あ る。
COVID-19の感染状況の推移は誰にも予想できない
ため、大学の対応も流動的にならざるを得なかっ
た。４月７日に発令された緊急事態宣言を受け、教
員も自宅待機が推奨され、学生もキャンパスに入構
できなくなった。こうした状況では、教員間でも学
生間でもコミュニケーションが機能不全を起こして
しまうのではないか、という懸念があった。そこで
本学科は、教員間での情報共有（３－１）および学
生への情報伝達（３－２）の仕組みの再構築を試み
た。

二つ目は、遠隔授業の方法に関することである。
大学は学問の場であり、それを支える重要な柱の一
つが、教員による授業である。オンラインでの遠隔
授業は、学生だけでなく、多くの教員にとっても初
めての経験だった。もし遠隔授業を行うときに問題
が生じてしまうと、十分な教育内容を学生に提供で

きなくなってしまうのではないか、という懸念が
あった。そこで本学科は、各教員の授業の実践例を
共有しながら、遠隔授業の質の向上を目指してさま
ざまな工夫に取り組んだ（３－３）。

そして三つ目は、授業以外の新入生支援に関する
ことである。新入生が大学生活に適応するために
は、学生間の交流も重要である。従来であれば、学
生は思い思いの「キャンパスライフ」を送り、ほか
の学生とさまざまな困りごとを語り合いながら解決
していたはずであった。しかし、社会的接触が断た
れた状況では、些細な問題であっても一人で解決し
なくてはならなかった。そうした「孤独」な環境に
より学生が過度の不安やストレスを抱えてしまい、
学業の継続に支障をきたしてしまうのではないか、
という懸念があった。そこで本学科は、授業以外の
学生支援の取り組みにも力を入れた（３－４）。

３．アニマルサイエンス学科の実践例のまとめ
ここからは、学科の教員が取り組んできた実践例

を具体的に紹介していく。

３－１　教員間での情報共有
まず、教員間での情報共有の仕組みについて取り

上げる。
2019年度末から2020年度開始までの期間は、大

学全体の方針も流動的だったため、各教員は対応に
苦慮した。実際、個人では処理しきれないほどの数
のメールが飛び交う一方、教員には周知されない情
報もあった。実際、教員にとって重要な情報が埋も
れてしまったり、各教員によって把握している情報
が食い違ったりする事態も生じてしまった。しか

表１　問題の整理

問題 本稿における節 学科の取り組み
情報伝達 教員間での情報共有（3-1） Slackワークスペースの導入

学生への情報伝達（3-2） 学科特設ホームページの開設
遠隔授業 遠隔授業の実践（3-3） 既存インフラを使った多様な遠隔授業の提供
学生支援 新入生支援の実践（3-4） 基礎ゼミ

東京西キャンパスにおける新入生支援企画
　・LINEオープンチャット
　・オンライン自習室
　・新入生歓迎イベント
千住キャンパスにおける新入生支援企画
　・図書館やキャリア支援ガイダンス
　・新入生交流会
　・在学生との交流会
課外活動における学生間の交流促進
　・課外団体活動サイト
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も、本学科の特徴として、同じ学科でありながら、
千住（東京都足立区）と東京西（山梨県上野原市）
という物理的に遠く離れたキャンパスに教員がそれ
ぞれ配属されており、それぞれのキャンパスにおい
て事情も異なるという複雑な背景があった。不正確
な情報が学生に流れることは、絶対に避けなければ
ならなかった。

そこで本学科は、学科会議やキャンパスごとの会
議に加えて、2020年４月から「Slack」というオン
ライン上のグループワークツールを新たに導入し、
学科教員のワークスペースを立ち上げた。そして、
Slackの「チャンネル」とよばれる任意のテーマに
分類できるメッセージ送受信機能を使い、教員間で
の情報共有とその整理に努めた。また、Slackでは
書類や画像や動画などの各種添付ファイルを共有す
ることも可能で、資料を一元的に管理するという意
味でも役に立った。

本学科のSlackワークスペースでは、学科会議、
キャンパス会議、ガイダンス、遠隔授業、基礎ゼ
ミ、実習、ホームページ、オープンキャンパスなど
の異なるテーマのチャンネルが開かれ、各チャンネ
ルで各テーマを担当する教員を中心に議論が進めら
れた（ちなみに、５月には「Cafe」という雑談用
チャンネルも開かれ、そこでの日常生活に関する情
報交換は緊急対応時の教員の心理的負担を軽減する
のに役に立ったと思われる）。

以上のように、Slackの導入によって教員間での
情報共有が進み、各教員がやるべき課題も徐々に明
確になっていった。全体のメッセージの件数は
2020年９月24日（木）の時点で5,591件に達してお
り、活発な情報交換がなされたことが確認できた。
導入後１か月が過ぎる頃には、意見集約や質問など
の細かい議論はSlackで行い、方向性が固まりつつ
ある事項は大学のメールを通じて周知する、という
使い分けがなされるようになった。学科会議の場で
は、Slackでの議論を踏まえた上で最終的な結論を
下すことができるようになったので、意思決定も効
率的になったように思われた。

本学科では、これまでも学内ネットワークを用い
た学科独自の共有フォルダを構築し、それを活用し
て会議の進行や資料の共有をするなど、キャンパス
を超えた情報共有体制が構築されていた。従来の仕
組みは大学に出勤しにくい状況では機能しないとい
う問題に直面したが、そうしたこれまでの経験も、
新しいツールの導入による情報共有が円滑に進んだ
要因だったかもしれない。

３－２　学生への情報伝達
次に、学科の教員間で共有された情報を学生に対

して届けるため、学生への情報伝達の仕組みについ
ての改善を試みた。

アニマルサイエンス学科の１学年あたりの入学者
数は、東京西キャンパスと千住キャンパスそれぞれ
約150名ずつであり、学科が抱える学生数が多いと
いう問題があった。従来であれば、大学事務局から
の連絡に加えて、「学年担当」の教員が学年全体の
学生に対してガイダンスを行い、「助言教員」が一
人ひとりの学生と顔を合わせて詳しい説明を行って
きた。また、学務情報はすべて大学構内の「掲示
板」を使って周知されていた。しかし、こうした従
来の方法は、COVID-19によって使えなくなった。

そこで本学科では、教員有志が2019年度末頃か
ら「新入生応援チーム」を組織して、新入生向けの
情報発信の方法と内容について検討してきた。とい
うのも、新入生は大学の公式の連絡手段である学生
アカウントメールや学修支援システムにそもそも不
慣れで、場合によってはそれらの連絡ツールを使え
る状況にすらない学生もいたため、学科教員からの
情報伝達に困難が生じることが予想されたからであ
る。しかも、年度始めの大学の方針も流動的であ
り、大学が発信した情報が後に変更される可能性も
あった。そうした状況では、学生メール以外の学科
の公式な情報を発信するための、新しい媒体が必要
に思われた。

具体的な情報発信の場として、本学事務局広報課
の後方支援を受けながら、４月７日に大学ホーム
ページの中にアニマルサイエンス学科の「新入生応
援ページ」を開設した5）。この特設ページの最大の
目的は、在学生全員に向けて、学科として重要だと
思われる情報を取捨選択して届けることだった。大
学からの情報を常にモニタリングし、それを学科の
事情に合わせて選択し、情報の修正や追加をしなが
らページを更新していく作業は、多くの教員による
分業により、主にSlackワークスペース上で行われ
た。

この特設ページの立ち上げ時に重視した点は、た
だ情報を発信するだけでなく、多くの学生に見ても
らうようにすることだった。実際、事務方から新入
生に郵送される書類に特設ページのURLとQR
コードを同封してもらい、必ずアクセスするように
という指示を記載した。そのページにアクセスする
と、はじめに学科長や教員の動画メッセージが閲覧
できるように準備した。これは、教員の生の声を届
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けることにより、学生に関心をもってもらい、この
ページにアクセスする人数を少しでも増やすための
配慮だった。その後、履修指導、時間割例、新入生
から寄せられた質問と回答（Q＆A）など、確実に
届けたい実務的に重要な情報を次々に更新していっ
た。

７月に開催された本学ホームページ部会におい
て、本学ホームページの2019年12月から2020年７
月までのアクセス解析の結果が共有された。その報
告をみると、「新入生応援ページ」と「在学生応援
ページ」の閲覧数は、それぞれ1,572回と3,213回に
達していた。生命環境学部のページの中での閲覧数
ランキングは、それぞれ19位と12位に入っていた。
このことは、多くの学生が当該ページを閲覧してい
たことを示唆していた。

３－３　遠隔授業の実践
次に、本学科の教員が行ってきた遠隔授業の実践

例についてまとめる。
本学科の教員は、他の教員との情報交換を継続し

ながら、各自の工夫のもとで多様な授業を行ってき
た。実際、2020年３月末頃から、前期授業で行わ
れるであろう遠隔授業を睨んで、学科教員有志によ
り「サイバーチーム」が結成され、遠隔授業に関す
るさまざまな情報の収集が進められた。そこで集め

られた有用な情報は、学科のSlackワークスペース
で共有され、全教員に周知された。遠隔授業に関す
る 話 題 は、 既 存 の 学 修 支 援 シ ス テ ム で あ る
CampusSquareの 使 用 方 法 の 確 認 か ら、Zoomや
Googleが提供する外部サービスの活用法、そして
学生側から寄せられた意見や質問の報告に至るま
で、多岐にわたっていた。こうした背景の下で、各
教員は前期の授業中でも、他の教員の実践例を取り
入れながら、自らの授業を見直したり改善したりす
ることができた。４月27日には、学科教員（古瀬）
により遠隔授業の実施マニュアル「TEIKAの既存
インフラを使った遠隔授業の方法の検討」が作成さ
れ、全学に向けて共有された。

以下の表に、本学科の各教員の遠隔授業の方法の
概要をまとめた。大きく分けて、授業開講時間に提
供される「リアルタイム型授業（表中、リアル）」、
授業時間以外でも学習可能な教材が提供される「オ
ンデマンド型授業（表中、オンデ）」、それらを組み
合わせた「併用型授業（表中、併用型）」が実施さ
れた。各教員がさまざまなツールを駆使して特色あ
る授業を提供していることがわかった。なお、この
表は、各教員の講義系の授業科目に限って、その基
本的な授業形式についてごく簡単にまとめたもので
あり、実習科目やゼミ科目は含まれていない。参考
までに付言すると、実習やゼミなどの授業について

表2　本学科の教員による講義系科目の遠隔授業の実践例

番号 形式 授業の詳細
1 リアル 授業開講時間にZoomでリアルタイムの講義を提供。

2 リアル 事前に授業資料を提供。授業開講時間にサーベイモンキーを利用して課題を提示するなどしてリアルタイムの
授業を提供。

3 オンデ Zoomで録画した講義動画をYouTubeに限定公開してオンデマンド化。多数の教員が採用。

4 オンデ パワーポイントの録画機能で録画した講義動画をYouTubeに限定公開してオンデマンド化。多数の教員が採
用。

5 オンデ ビデオカメラにより講義室での授業動画を撮影し、Youtubeに限定公開してオンデマンド化。
6 オンデ 解説を充実させたパワーポイントの授業資料を提供してオンデマンド化。
7 オンデ パワーポイントの録画機能で作成した音声付パワーポイントを授業資料として提供してオンデマンド化。

8 オンデ 授業資料が掲載されたウェブページを作成し、Podcastを利用した授業の音声配信とともに提供してオンデマ
ンド化。

9 併用型 ZOOMで録画した講義動画をYouTubeに限定公開してオンデマンド化。授業開講時間にZoomで補助的なリ
アルタイム授業を実施。

10 併用型 パワーポイントの録画機能で録画した講義動画をYouTubeに限定公開してオンデマンド化。授業開講時間に
Zoomで補助的なリアルタイムの授業を実施。

11 併用型 解説を充実させたパワーポイントの授業資料を提供してオンデマンド化。授業開講時間にZoomで補助的なリ
アルタイムの授業を実施。

12 併用型 Zoom等で録画した授業録画をYouTubeに限定公開してオンデマンド化。LINEオープンチャットを使って授
業開講時間にリアルタイムで解説や質問への回答を実施。

13 併用型 パワーポイントの録画機能で録画した講義動画をYouTubeに限定公開してオンデマンド化。LINEオープン
チャットを使って授業開講時間にリアルタイムで解説や質問への回答を実施。
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は、Zoomなどのビデオ通話機能を用いたリアルタ
イム授業を行っていた教員が多かった。

表に示されているとおり、本学科の教員による前
期の授業は、「多様性」に富んでいたといえるだろ
う。なお、「資料を提示するだけの授業」と広くま
とめられることの多い授業形式が、遠隔授業の「悪
しき例」としてやり玉にあげられがちだが、決して
そうではないことに留意すべきである。むしろ、こ
うした授業の資料は授業の遠隔化に合わせて大幅に
更新されており、学術的な情報の質は高くなってい
た。また、各教員は授業の双方向性を保つために、
課題の添削やコメントの返信により例年以上に手厚
い「個別指導」をしている場合も少なくなかった。
学生からも、効率的でよく理解できるという声も
あった。

こうして各教員の意見を集約してみると、質の高
い遠隔授業を提供するために、個々の教員が多大な
労力を払ってきたことがうかがえた。その一方、遠
隔授業には、既存の大学教育にはなかった新しい可
能性や高い教育効果があることがわかってきた。本
学科の教員による遠隔授業に対する肯定的意見を、
以下にまとめた。

１） フィールドからの中継や他大学との共同のゼミ
活動など、物理的距離を超えた特色ある教育が
可能になった。

２） 授業のオンラインコンテンツ化が進み、学生が
オンデマンドで復習しやすくなった。

３） 教員により授業の見直しが行われ、教育の内容
と方法の大幅なアップデートが進んだ。

４） 各種オンラインツールを利用することにより、
学生との双方向的コミュニケーションが活発化
した。

５） 学生はこれからの新しい時代に必要なオンライ
ンの知識や技術を学ぶことができた。

６） 障がいをもった学生の学習支援になった（例：
オンデマンド講義動画に自動文字起こし機能を
用いることにより聴覚障がいのある学生に対し
て学習しやすい環境を提供した）。

７） 心身の不調でキャンパスに通学できない学生の
学習継続支援になった（例：自律神経系の不調
や通学不安等の問題で通学できず卒業が遅れて
いる学生が遠隔授業において順調に修学および
単位の修得が進んだ）。

８） 各科目の教育内容が明確になり、外部からも見
やすくなった（例：他の教員の授業に参加する

ことが容易になり、授業科目間の連携について
相互理解が進んだ）。

９） 異なるキャンパスでの授業が実施しやすくなっ
た。

10） 授業のオンラインコンテンツ化が進んだことに
より、それを広報や地域連携などの授業以外の
学内外の活動に活用することが期待できる。

各教員は試行錯誤の末、前述の多様な方法で授業
を行った。たとえば、LINEやYouTubeなどの学生
が日常的に使い慣れたツールの活用は、教員側も手
応えを感じていた。また、実際には、学生との個別
の連絡手段としても、LINEを含む複数の手段を駆
使してようやく学生の個別指導が可能になった例も
あった。しかし、PC版のLINEには学内ネットワー
クが対応していないなどの障害も少なくなかった。

さらに、多様性の高い遠隔授業においては、教員
間の提示資料の質や情報伝達手段が均一ではないこ
とが問題点として指摘できた。その原因は、ITリ
テラシーと表現されるような、教員側の関連機器や
テクノロジーについての理解度やそれらを使いこな
す能力の差、およびパソコンなどの所有機材の性能
の差に起因するものと思われた。たとえば、動画作
成などの技術は、一定以上の性能を有するパソコン
や編集ソフトを所有していなければ不可能だった。

今後、COVID-19が収束した後も授業のオンライ
ン化への移行は継続することが予想される。学科の
教育カリキュラムに遠隔授業を効果的に組み込むこ
とができれば、教育上のメリットは多いと思われ
る。一方、ITリテラシーの差は、授業の質に多大
な影響を及ぼすものである。その高位平準化を図る
ことは必須の課題ではあるが、経済的な問題を含
め、各教員が個々に対応するには限界がある。その
ような背景から、機材の導入、プラットフォームの
構築、学内ネットワークの整備など、大学としての
遠隔授業を支えるシステムの導入が期待される。

３－４　新入生支援の実践
最後に、新入生支援に関する取り組みについて報

告する。ここでは、基礎ゼミ（３－４－１）、東京
西キャンパス（３－４－２）および千住キャンパス

（３－４－３）における新入生支援企画、そして課
外活動団体との連携（３―４－４）についてまとめ
た。
３－４－１　基礎ゼミ

まず、学科による新入生向けの初年次教育は、主
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に１年生の必修科目である「基礎ゼミ」において行
われた。基礎ゼミでは、新入生全体を対象とした

「全体会」と、「助言教員の会」に分かれており、学
生はそれぞれで大学生活の「イロハ」を学ぶことに
なる。

学生への個別対応の窓口の一つである「助言教員
の会」では、各教員が自分の担当する十数名程度の
新入生（助言学生）に対して、大学生活の助言や指
導を行ってきた。たとえば、こまめにメールのやり
取りを行って履修指導をしたり、大学からの情報を
取捨選択してリマインダーをしたり、アンケートな
どを実施して問題把握に努めたり、個々の学生の相
談に乗って不安解消に努めたり、という多様な支援
を行ってきた。今年に限っては、こうした個別指導
の場面でもZoomやLINEなどのオンラインコミュ
ニケーションツールが多用されており、学生にとっ
ては、貴重な相談窓口になっていると思われる。こ
のように、各教員は例年以上に学生一人ひとりにき
め細やかな対応を行ってきた。
３－４－２　�東京西キャンパスにおける新入生支援

企画
基礎ゼミでの初年次教育に加えて、今年度はキャ

ンパスごとに特色あるさまざまな新入生支援の取り
組みを行ってきた。

東京西キャンパスでは、新入生向けのLINEオー
プンチャットを開設し、学科の重要な情報を学生に
届ける努力を続けた。このオープンチャットには、
９月18日時点で履修者138名中113人の新入生が参
加しており、学科の情報を効率よく伝達するための
一つのチャンネルとして機能しているようだ。

また、2020年７月27日から８月６日までの期間
中には、「オンライン自習室」を開催した。自宅で
一人で過ごす環境では、学習に対する動機づけを保
つことはなかなか難しい。そこで、学科教員の管理
の下でZoomの会議室を開放し、オンラインで仮想
の自習室を作るという試みを行った。参加した学生
は、「同級生がともに勉強している」という気配を
感じながら、それぞれの試験勉強やレポート課題を
進めることができた。また、自習室の前後には学生
が自由に発言できる時間を設けたので、学生はそこ
で同級生との情報交換を行うこともできた。オンラ
イン自習室には、のべ121名の学生が参加した。

さらに、前期授業期間終了後には、教員有志によ
り、Zoomを用いたオンラインの新入生向けイベン
トが行われた。従来、東京西キャンパスでは新入生
向けのフレッシュマンキャンプという行事を入学直

後に実施しており、学生が一堂に会して互いに交流
する機会を提供してきた。しかし、今年度はそれが
中止されたため、代わりに、前期授業の終了後の８
月７日に「アニマル１年生&教員前期おつかれサ
マーパーティ！」と題するZoomを用いたリアルタ
イムのイベントを行った。イベントは本学のフィー
ルドミュージアムOPEN AIR LABの拠点である

「ブリコラ」から配信され、学内で暮らす動物たち
や施設を案内したり、Zoomのブレイクアウトルー
ムを使って学生間の交流を促したりするなどの企画
が行われた。正課外の任意参加のイベントだったに
もかかわらず、80名以上の新入生が参加した。
３－４－３　千住キャンパスにおける新入生支援企画

一方、千住キャンパスでは、以下のような企画を
行った。

まず、基礎ゼミの一環として、当初から図書館や
キャリア支援センターと連携し、アニマルサイエン
ス学科向けの資料配布や動画配信を行った。新入生
にとって、今後の学生生活や将来の就職について考
えるための有意義な機会になっただろう。

次に、８月３日には、Zoomを用いて新入生対象
の「交流会」を行った。149名中123名の学生が参
加した。この会では、Zoomのブレイクアウトルー
ムを利用して学生同士が交流できる機会を設けた。
こうした企画は学生には好評で、彼らの要望を受け
て、８月７日にも同様のイベントを開催した。この
日は「アニメ好き」「犬好き」といった持ち込み
テーマの部屋とフリートークの部屋の両方を設け
た。たとえオンラインであっても、大学で一緒に学
ぶ仲間との交流を持ちたいという新入生のモチベー
ションを感じた機会であった。

さらに、新入生からの要望を受け、９月14日に
「後期科目について先輩学生に聞いてみよう！」と
題したイベントを開催した。正課外の任意参加のイ
ベントだったにもかかわらず、約80名の新入生が
参加した。先輩学生からの話として、前半は２年生
６名から、後半は４年生２名と大学院生１名から、
後期の共通科目を選択するための助言、資格取得の
ための要点、大学での研究活動など、自らの実体験
に基づいた学生視点からの情報が提供された。参加
した１年生からは活発な質問が寄せられ、これに対
して即座にリアルタイムで回答できた点も有意義
だった。
３－４－４　課外活動における学生間の交流促進

さらに、両キャンパスで共通することとして、
「課外活動団体サイト」を立ち上げ、部活動やサー
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クル等の課外活動に関する情報提供の一元化を行
い、新入生と在学生の交流を促進する場を提供し 
た6、7）。今後、課外活動が再開されたときの学生の
活動の後押しになることを期待して、担当教員と在
学生が連携しながら、それぞれの課題活動団体の内
容や説明会の情報を発信した。

こうした一連の取り組みは、教員が想定したより
も新入生には好評のようで、少なくとも特定の学生
間においては大学生活への適応を促進する役割を果
たしたと思われた。最近では、新入生有志が自発的
にZoomの会議室を立ち上げ、そのURLをLINE
オープンチャットで共有し、新入生同士で情報交換
を行う場を作るという試みが継続的に行われている
ようだ。また、Zoomなどを利用した課外活動団体
の説明会なども徐々に開催されるようになり、新入
生と在学生の交流も活性化してきた。これは、朗報
である。「学科発」の新入生支援が、今後の「学生
発」の自発的な活動の創出につながっていくことを
期待したい。

４．まとめと課題
本稿では、COVID-19禍における本学アニマルサ

イエンス学科の取り組みについて、情報伝達、遠隔
授業、そして学生支援の３点に絞って記述してき
た。最後に、全体の総括と今後の課題について簡単
にまとめることにする。

まず、本稿の論点を総括する視点として、当たり
前かも知れないが、「コミュニケーションの重要性」
について指摘したい。大学の教育と研究は、突き詰
めれば個体間のコミュニケーションの問題ともいえ
る。教員側は伝えたい教育内容をさまざまな信号を
使って伝えようとし、学生側はその信号を受け止め
ようとする。そこでの計画的な情報のやり取りを、

「教育」というのかもしれない。私たちヒトは、身
振りや手振りなどの非言語的信号をやり取りしなが
ら、相手のヒトと顔を合わせて会話をし、意思疎通
を図るように進化してきた。これまでの対面授業は
そうした「自然」なコミュニケーション様式を前提
として成り立っていたが、遠隔授業ではそうはいか
ない。それは教員側にとっても学生側にとっても

「不自然」な状況であることは確かであろう。
COVID-19によって生じた両者のコミュニケーショ
ンのギャップを埋める努力を、私たち教員は今後も
継続していきたいと考えている。遠隔授業に対する
肯定的な意見の多さは、そうした教員の前向きな姿
勢を示している。

最後に、本稿のまとめとして、同じような観点か
ら、今後の課題を一点だけ挙げてみたい。それは、

「調整とシミュレーションの重要性」である。今回
のCOVID-19への初期対応は、いわば緊急措置であ
り、その対応は個々の学科や個々の教員に任されて
きた。それゆえに、ここで紹介してきた本学科のさ
まざまな取り組みのように、柔軟で弾力性のある対
応も可能になったのかもしれない。一方、教員側の
個々の取り組みについて、第三者的な視点から「調
整」したり、それを行ったときに学生や教員に何が
起きるかを「シミュレーション」したりする仕組み
が不足していたように思われた。全学的な調整とシ
ミュレーションがうまく機能するためには、やはり
教員と学生だけでなく、事務局職員を含めた円滑な
コミュニケーションが欠かせないだろう。その実現
は簡単なことではないと思われるが、COVID-19に
より対面が困難になった状況を逆手にとって、全学
的な情報共有や意見集約の仕組みが再構築されるこ
とも不可能ではないかもしれない。そうした前向き
な方向に議論が進むことを期待したい。
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